
　奄美のエネルギー供給を担う吉田商事は、創業から70余年にわたり地域の暮ら
しを支えてきた。顧客は約3,500世帯で、その多くが戸建て住宅。過疎化と高齢化が
進む中、検針員も高齢化や人材不足が問題となっていた。広範囲にわたる供給エリ
アでは、緊急対応に片道1時間以上かかるケースもあり、業務効率化は喫緊の課題
であった。
　同社の供給エリアは奄美市内に加え、笠利町や龍郷町など島内に縦に広がる地
域を含む。山間部や集落が点在し、道路事情も複雑だ。緊急出動や検針業務は時間
と労力を要し、繁忙期には社員の負担が増していた。こうした背景が、デジタル化
への取り組みを後押しした。

吉田商事株式会社

　令和2年からLPWA通信を活用した集中監視システムの導入を開始。補助金事業
には今回で4回目の採択となる。初回は遠隔地から設置を進め、現在は市内や集合
住宅にも対応し、設置率は96％に達した。導入目的は検針業務の自動化に加え、配
送の合理化。従来は検針員が約200件を10日かけて回っていたが、現在は毎月1日に
自動検針が可能となり、誤検針や苦情等のストレスからも解消された。
　導入当初は申請や設置に手間がかかったが、メーカーとの連携で乗り切った。回
を重ねるごとに事務手続きにも慣れ、今では現場作業も効率化。担当者は「かつて

は電話回線を使った集中監視や電柱工
事が必要だったが、現在はガスメーター
横に機器を取り付けるだけで完了する。
当時に比べると、作業負担は劇的に軽減
された」と語ってくれた。

補助金活用でスマート化加速
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奄美市でLPガス事業を支える吉田商事のメン
バー。左から本事業責任者・幾統轄部長、事務ス
タッフ・中山氏、工事責任者・河村営業部長。背景
には自社ブランドのミネラルウォーターが並ぶ



　LPWA導入により、ガス残量のリアルタイム把握が可能となり、ガス切れや使用
急増によるトラブルを未然に防止できるようになった。業務用施設で給湯管の異
常な使用状況を詳細に追跡し、漏水を早期に発見して損害を最小限に抑えた事例
もある。また、従来2本立てだったボンベを1本化できたことで、容器購入費や在庫
コストが大幅に削減。年間で数百本分の費用を
抑制した。
　さらに、緊急出動が減ったことで社員の時間
に余裕が生まれ、保管庫の錆落としや塗装メン
テナンスなど、設備保守にも力を入れられるよ
うになったという。潮風による腐食が進みやす
い奄美では、こうした保守作業は安全性確保に
直結する。これまで後回しになっていた作業が
計画的に実施できるようになり、設備寿命の延
長にもつながっている。

緊急出動減、保守作業に余裕

　同社では今後、web請求やLINEを活用した情報発信など、デジタル化をさらに
推進する予定。web請求の移行率は約30％にとどまっており、今後は利用促進に向
けた周知を強化する方針だ。さらに、鹿児島県内での「ゴールド認定」取得に向け、
設置率や安全機器の管理体制を整備し、地域の安心と業務効率化を両立させる意
向である。認定取得は、同社にとって安全管理の高度化とブランド価値向上を意味
する。LPWA導入を軸に、業務のスマート化と顧客サービスの質向上を目指す取り
組みは、奄美のガス事業に新たなモデルを示している。

ゴールド認定へ準備進む

社内の様子。スタッフがきびきびと動き、
電話応対も明るい

設置工事のお知らせ。高齢者には
口頭での説明も丁寧に行った



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


